
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
文

学

八
〇
年
代
の
収
穫

加

藤

め

ぐ

み

一
九

八
〇

年

代

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
文

学

に
お

け

る

フ

ェ
ミ

ニ

ズ

ム
志

向

に

は
め

ざ

ま

し

い
も

の
が

あ

っ
た
。

け

れ
ど

も

こ
れ
は
・

六
〇
年

代

の
戦

闘

的

な

女

性

の
自

立

と

権

利

の
獲

得

・
拡

張

を
目

指

し

た
運

動

の
延

長
線

に
あ

る
も

の

で
は

な

く
、

今

ま

で
あ

ま
り

日

の
目

を
見

な

か

っ
た
女

性
作

家

及

び
そ

の
作

品

の
復

権
、

そ
し

て
さ
ら

に
、

後

に
続

く

現

代

の
女

性

作

家

に
与

え

ら

れ

た

チ

ャ
ン

ス
と

い
う

べ
き

も

の
で
あ

ろ

う
。

最

近

の
女

流

作

家

の
作

品

と

同

時

に
、

ひ
と

時

代

も

ふ

た
時

代

も
前

の
作

品

が
発
表

さ

れ
、

ア

ン

ソ

ロ
ジ

;
に
収

め
ら

れ
、

ま

た

そ

れ
ら

に
対

す

る
批

評

活

動

も
活

発

に
な

っ
た
。

ま

た
、

移

民

が

も

た

ら

し

た

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

薪

し

い
時

代

、

す
な

わ
ち

多

民

族

に
よ

る
文

化
多

元

主
義

に
よ

る

新

し

い

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
も
生

ま

れ

つ

つ
あ

る
。

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
文

学

の
関
係

で
は
、

一
九

八
三
年

に

悪
§
o

蹄

紹

Q
～
蓄

恥
庶

ミ
q
§
鳴
蕊

§

臨
器
外§
§

蕊

寒

、覧§

、

一
九

八

五
年

に

O
§

§

ぶ

象

鞭
融
8

§

織

題

ミ

§

、

ぎ

§

譜

ミ

O
§

ミ
遷

ム
器
㌧§
§

蕊

ミ
q
§
§

げ

〉
⑤
竃

む
、

一
九

八
七
年

に
は

§

僑
窪

隷

蹄

ミ
爵

㌦

6
。
蕊
紺
ミ
博
。
ミ
這

響

薗
翁

曾

郎
器
聾§
§

嵩

き

…ミ
鳴
壽
な

ど

が
続

け

て
出

版

さ

れ

た

。

一
九

八

七

年

か

ら

翌

年

に

か

け

て

は

、

ア

メ

リ

ヵ

の

フ

ェ
ミ

ニ

ス

ト

出

版

社

、

パ

ン
ド

ラ

プ

レ

ス

(
℃
9。
民

o
轟

℃
「
Φ
ω
ω
)

に

よ

っ
て
、

ロ

ー
ザ

・
プ

レ
イ

ド

(幻
O
ω
99
℃
「
餌
Φ
(一)
、

ア

ー

タ

.
ケ

ン

ブ

リ

ッ

ジ

(》
血
黛。

O
P
日

ぴ
「
こ
σq
Φ
)
、

タ

ス

マ

(6
曽
ω
昌

鋤
)
と

い

っ
た

今

世

紀

初

頭

の
女

性

作

家

の
絶

版

と

な

っ

た

一
群

の
作

品

が

シ

リ

ー

ズ

と

し

て
再

出

版

さ

れ

て

い

る
。

近

年

の
女

性

学

の
ブ

ー

ム

そ

の

ま

ま

に

、

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

へ
の
傾

向

が

出

版

に

も

反

映

さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

、

一
九

八

八

年

に
出

版

さ

れ

た

二

つ

の

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

を

中

心

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
文

IG3
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学

に

お

け

る

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

の
特

色

を
考

え

て

み
た

い
と

思

う
。

一

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
文

学

と

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
文
学

の
歴
史

は
、

児

童

文

学

の
領

域

を
除

き
、

男

性

が
優

位

だ

っ
た
社

会

そ

の
も

の
を

反

映

し

て

い
る

こ
と

が

一

般

に
知

ら

れ

て

い

る
。

一
七

八

八
年

に
植

民

が
開

始

さ

れ

て
以

来

微

弱

な

が
ら
文

芸

作

品

が

芽
生

え
、

文

学

が
花

を

つ
け
始

め

た

が
、

本

国

イ
ギ

リ

ス

へ
の
追

従

を

や

め

て
独
自

の
文

化

を

目
指

す

一
九

世
紀

も
後

半

に
な

っ
て
、

人

々
が
自

国

の
文

学

に
求

め

た

の
は

フ

ソ
シ

ュ
の
奥

で
た

く

ま

し
く
生

き

る
男

た

ち

の
物

語

だ

っ
た
。

一

八

八
〇

年

の
創

刊

か
ら

長

期

に
わ
た

っ
て
文

芸

の
中

心

で
あ

り
続

け

た

しロ
ミ
ミ

ミ

に

は
、
金

鉱

掘

り

や
気

ま
ま

に
旅

す

る
羊

の
毛

刈

り
職

人
、

牧
童

と

い

っ
た

粗

野

で
た

く

ま

し

い
男

性

が
繰

り
広

げ

る
生

存

競

争

、

ま

た
は

「
メ

イ

ト

シ

ッ
プ
」

1

い
わ

ゆ

る
男

の

友

情

1

を
描

い
た
物

語

が
発

表

さ

れ

た
。

多

く

の
詩

や
小
説

は

男

性

作

家

に
よ

っ
て
書

か

れ
、

ま

た
内

容

も
男

性

的

視

点

か
ら

の
、

つ
ま

り
ブ

ッ
シ

ュ
で

は
役

に
立

た
な

い
女

性

に
あ

ま

り
同

情

的

で

な

い
も

の

が
多

か

っ
た
。

当

時

、

数

少

な

い
女

性

作

家

の

一
人

バ

∴

ラ

・
ベ

イ

で

ン

(
しu
餌
「
げ
O
『
餌

しd
四
く
コ
θ
O
口

(1
)

)

の

短

編

に

出

て

く

る
ブ

ッ
シ

ュ
に
生

き

る
女

性

た
ち

も
、

作

家

の
冷

や
や

か

な
現

実

直

視

の
目

を
通

し

て
、

救

い
よ
う

の
な

い
哀

れ
な
犠

牲

者

と

し

て
描

か

れ

て

い
る
。

ま

た
、

文

学

に
は
当

時

の
政

治

も

よ
く

反

映

さ
れ

て

い
た
。

二

○

世
紀

初

頭

か

ら
掲

げ

ら

れ

た
白

豪

主

義

は
、

原
住

民

で
あ

っ
た

ア
ボ

リ
ジ

ナ

ル
は

も

ち

ろ

ん
、

移
民

の
有

色

人

種

を

こ
と
ご

と

く

政

治

、

経
済

、

文

化

の
中

心

か

ら
追

い
や
ろ

う

と

し
た

が
、

こ
れ

が
文

学

に
も
色

濃

く

表

れ

て

い
る
。

外

国

人
嫌

い
は

一
般

的
感

情

で
あ
り
、

有

色

人

種

は
作

家

に
も
、

ま

た
作

品

の
中

に
も

な

か

な

か
現

れ
な

か

っ
た
。

よ
う

や
く

六
〇
年

代

に
な

っ
て

そ

れ
を

逆
手

に

と

っ
て

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ
社

会

を

痛

烈

に
批

判

し

た

ザ

ヴ

ィ

ァ

・
ハ
ー
バ

ー
ト

()(
O
<
一Φ
『
出
Φ
「
σ
Φ
『
什)

が
現

れ
た

が
、

こ
れ
以

外

に
見

る

べ
き
作

品

は

な

か

っ
た
と

い
え

る
。

こ

の
よ
う

な
情

況

で
、

女

性

作

家

も

不
当

な
扱

い
を
受

け

て

い
た

の

で
あ

る
。

そ

し

て

こ

の
不
当

な

扱

い
は
、

す

ぐ

に
正

さ
れ

る

二
と

は

な

か

っ
た
。

一
九

八

八
年

に

キ

ャ
サ

リ

ン

・
マ
ー

テ

ィ

ン

(0
9。
序
Φ
、

ユ
P
Φ
]≦
母
江
づ
)

の
ト
越

冨
器
、ミ
§

ミ

O
ミ

が
再

出

版

さ

れ

た

が
、

そ

の
序

文

の

中

で
、

エ

リ

ザ

ベ

ス

・
ウ

エ
ビ

ー

(国
臨
N
鋤
σ
Φ
9

芝

Φ
げ
ξ

)
は
、

一
八
九

四
年

に
絶

版

に
な

っ
て
以
来

再
版

さ

れ
ず

に

い
た

こ
の
作

品

は
現

在

で
も
十

分

読

む

に
値

す

る
も

の
で

あ
り
、

マ
ー

テ

ィ

ン
自

身

も
多

く

の
研
究

者

に
よ

っ
て
南

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
注

目

す

べ

き
作

家

の

一
人

に
上

げ

ら

れ

て

い
る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

そ

の
他

の
作

品

も

図
書

館

で
し

か
読

む

こ
と

が

で
き

な

か

　
　

　

っ
た

と

述

べ

て

い

る
。

け

れ

ど

も

、

マ
イ

ノ

リ

テ

ィ
な

が

ら

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
女

性

文

学

者

は

動

き

出

し

て

い

た

。

ブ

ッ

シ

ュ
や

メ
イ

ト

シ

ッ
プ

を

描

い

た

こ

と

に

お

い

て
代

表

格

で

あ

る

ヘ

ン

リ

ー

.

ロ

ー

ソ

ン
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(自

①
昌
蔓

い
9
≦
ω
o
昌
)

の

母

、

ル

イ

ザ

・

ロ

ー

ソ

ン

(い
o
巳

ω
餌

e
9。
≦
ω
o
昌
)
は

、

息

子

ほ

ど

知

名

度

は

な

か

っ
た

に

し

て

も

、

§

恥

b
黛
ミ
隷

の
編

集

.
発

行

の
中

心
と

し

て
活

躍

し
た
。

一
八

八

八
年

に
創

刊

さ

れ

た

こ

の
雑

誌

は
、

一
九

〇

五
年

の
廃

刊

ま

で
、
最

初

の

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト
機

関

誌

と

し

て
女

性

を
啓

蒙

し
続

け

た
。

マ
イ

ル
ズ

・
フ

ラ

ン
ク
リ

ン

(竃

鵠
Φ
ω
閃
村
餌
口
匹
ぎ
)

は
、

現

在

で
は

そ

の

さ

亡q
ミ

§

ミ

9

鳶
ミ

(
一
九

〇

五
)
が
映
画
化

さ
れ
た

こ
と

に

よ

っ
て
多

く

の
国

々

で
読

ま

れ

て

い

る

が
、

当

初

か

ら

ブ

ッ

シ

ュ
や
都

市

で

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
女

性

の
精

神

的

・
物

理

的

自

立

を

目

指

し

、

実

践

し

、

そ

れ

を

著

し

た

女

流

作

家

の

一
人

だ

っ
た

。

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
作

家

で

ノ

ー

ベ

ル
文

学

賞

を

受

賞

し

て

い

る

の

は
今

の
と

こ

ろ

バ

ト

リ

ッ
ク

・
ホ

ワ
イ

ト

(℃
鋤
樽
『
一〇
犀
♂
く
げ
一叶
Φ
)

だ

け

だ

が

、

そ

れ

以

前

に

す

で

に

ヘ

ン
リ

ー

・

ハ

ン
デ

ル

・
リ

チ

ャ

ー

ド

ソ

ン

(
=
2

曙

躍
鋤
a

巴

国

∩
訂

a

ω
o
昌
)

や

キ

ャ

サ

リ

ン

.
ス

ザ

ン

ナ

・
プ

リ

チ

ャ

ー

ド

(
国
讐

ず
9。
ユ
昌
①

Qり
=
ω
萄。
昌
謬
餌
ず

℃
ユ
o
訂

「
飢
)

と

い

っ
た

女

性

作

家

が

ノ

ミ

ネ

ー

ト

さ

れ

て

い

る
。

ブ

リ

チ

ャ

ー

ド

は

ま

た

フ

ェ
ミ

ニ

ス
ト

と

し

て

の
活

動

の

ほ

か

に
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ
共

産

党

の
創

立

者

の

一
人

と

し

て

も

活

躍

し

た

。

こ

の

ほ

か

国

内

だ

け

で
な

く

、

イ

ギ

リ

ス

や

ア

メ

リ

カ

で

も

多

く

の

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

女

性

作

家

が

知

ら

れ

て

い

る

。

ブ

リ

チ

ャ

ー

ド

の

よ

う

に
、

社

会

主

義

や

共

産

主

義

と

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

を

結

び
付

け

、

そ

れ

を

テ

ー

マ

に

し

た

女

性

作

家

が
後

に

続

い

た

。

先

の

ロ

ー

ソ

ン

や

フ

ラ

ン

ク

リ

ン
、

そ

し

て

ア

ー

ダ

.

ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ

、

メ

ァ

リ

ー

・
ギ

ル

モ

ァ

(】≦
9。
曙

Ω
埠
ヨ
o
N
Φ
)
、

カ

イ

リ

ー

.
テ

ナ

ン
ト

(
凶
鴇

Φ

↓
㊦
§

9。
暑

)

ら

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の
作

家

は

、

男

性

で
資

本

家

・
大

農

場

主

と

い

っ
た

白

人

英

国

本

国

出

身

者

が

優

位

で

あ

る
社

会

に

お

い

て

弱

者

の
側

に
立

っ
て
、

弱

者

の

一
員

で

あ

る

女

性

と

し

て

も

の
を

見

よ

う

と

し

て

い

た

。

二

近
年

の
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
文
学

二

つ
の
大

戦

か

ら
繁

栄

期

へ
と
続

く

一
九

五

〇
年

代
、

六
〇
年

代

ま

で
、

男

性

・
白

人

優

位

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
社

会

に
変

わ

り

は
な

か

っ
た
。

南

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
州

で

一
八
九

四
年

に
婦

人

参

政

権

が
認

め

ら

れ

て
以

来

、

確

か

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
女

性

の

公
民

権

に
関

し

て
は
決

し

て
遅

れ

を

と

る
国

で
は

な

か

っ
た

が
、

社

会

的

に
、

そ

し

て
文

学

の
面

で
は
顕
著

な
進

歩

は
見

ら

れ

な

か

っ
た

。

当

時

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
を
訪

れ

た

イ
ギ

リ

ス
人

女

性
作

家

ジ

ャ

ン

・
モ
リ

ス

(旨
き

竃

o
「
ユ
ω
)

は
、

当

時

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は

「
ひ
ど
く

自

意

識

過

剰

で
、

他

国

に
対

し

て
独

立

心

が
旺
盛

か
と

思

え
ば

、

い
や

に
迎
合

し

て

い
る

よ
う

に
も
見

え
、

ま

た

そ

の
社

会

も

入

植

当
時

そ

の
ま

ま

に
、

支

配

者

と

被

支

配
者

、

す

な

わ

ち

看
守

的

な
英

国

か

ぶ

れ

の
人
種

偏

見

に
満

ち

た
気

取

り
屋

た

ち

と
、

囚

人

的

な

、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

人

そ

の
ま

ま

の
反
骨

精

神

の

持

ち

主

た
ち

に

二
分

さ

れ

て

い
た
」

と
観

察

し

て

い
る
。

ゆ

え

に

社
会

は
男

性
的

で
、

"
支

配

者

"
側

も

"
被
支

配

者

"
側

も

「
ク

リ

ケ

ッ
ト

や
ブ

ー
ズ

(酒
飲

み
騒

ぎ
)
、
メ
イ

ト

シ

ッ
プ

と

い
う
名

の

165
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労
働
者
兄
弟
愛

に
国

を
あ
げ

て
熱
中

し
て
お
り
、

そ
れ
に
熱

狂
的

愛

国
心
と
他
人
種

へ
の
偏
見
、

そ
し
て
俗
物
根
性

が
加

わ

っ
て
い

　
ヨ

　

た
L

の
で

あ

る
。

そ

れ

で
も
、

ロ
ー

ソ

ン

(母
)

ら

に
始

ま

る
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

ン

.
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

の
伝

統

と

ア

メ

リ

ヵ

の
運

動

家

た

ち

の
影

響

で
、

社

会

に
お

け

る

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト

の
活
動

は
広

が
り

つ

つ
あ

っ

た
。

政

治

に
参

入

し

て

い

こ
う

と
す

る
意

識

は

ア

メ
リ

カ

の
女

性

た
ち

ほ
ど

で
は

な

か

っ
た

が
、

一
九

六

〇
年

代

か
ら
七

〇
年

代

に

か

け

て
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

フ

ェ
ミ

ニ

ス
ト

た

ち

は
、
急

進

派
、

改

革

派

、

社

会

主

義

派

の

い
ず

れ

か

の
形

を

と

り
な

が

ら
、

社

会

　
　

　

正
義

と

平
等

を

目
指

し

て
運

動

を
展

開

し
た
。

け

れ
ど

も

こ
れ

が

文

学
作

品

に
顕

著

に
表

れ

た

と

は

い
え
な

い
だ

ろ
う
。

エ
リ
ザ

ベ

ス

・

ハ

ロ

ワ

ー

(】円
一一N
蝉
げ
}Φ
汁
ゴ

}幽
餌
噌
「
O
ぐ
『
Φ
『
)

の

§

Q

ミ
冨
讐
謡

§

ミ
ミ

(
一
九

六

六

)
、

ジ

ェ

シ

カ

・
ア

ン
ダ

ー

ソ

ン

(冨

ω
臨
$

》
鵠
創
Φ
『
ω
8

)

の

§

殴
ミ

ト
等
ミ

曾

き
"
肉
き
ミ

(
一
九

七

八

)

な

ど

、

社

会

や
家

庭

に

お

け

る

女

性

の
地

位

と

問

題

を
扱

っ
た

小

説

は

書

か

れ

た

が
、

特

筆

す

べ

き

も

の

は

多

く

な

か

っ
た
。

ミ

リ

ア

ム

・
デ

ィ

ク

ソ

ン

(7
臼
一「
一蝉
ヨ

一Ψ
一×
ω
O
コ
)

が

述

べ

て

い

る

よ

う

に
、

イ

ギ

リ

ス

や

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
と

い

っ
た

国

々

で

は

、

知

的

エ

リ

ー

ト

で

あ

る

活

動

家

が

文

学

作

品

に

そ

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

を

反

映

さ

せ

て

運

動

に
貢

献

し

て

い

る

の

だ

が
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

　
ら

　

は

そ

の
傾
向

が
少

な

か

っ
た

と
考

え

ら

れ

る
。

そ

れ

で
も

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
運
動
関
係

-

女

性

の
地
位

や
法
律
、
労
働
、
教
育

に
関

す

る

論

文

や

エ

ッ
セ

イ

は

数

多

く

出

版

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

ノ

ー

マ

ン

・

マ

ッ

ケ

ン

ジ

ー

(
Z
O
『
5
P
蝉
コ

竃

餌
O
犀
Φ
P
N
凶Φ
)

の

ミ
q
§
黛
§

ミ

ト

謎

、§

§

(
一
九

六

二
)
、

ジ

ュ

リ

ー

・
リ

グ

(一
=
=
Φ
閑
一幅四αq
)

の

き

き

映

O
ミ
謡

謁
慧

味

(
一
九

六

九

)
、

デ

ィ

ク

ソ

ン

の

寒

鳴
肉
§

昏
ミ
斜
職
ミ
昏

(
一
九

七

六

)
な

ど

が
次

々
と

発

表

さ

れ

た
。

ま

た

そ

れ

ら

を
特
集

す

る
雑

誌

も
多

く

現

れ

た
。

け

れ

ど
も

フ

ェ
ミ

ニ

ス
ト

た
ち

の
声

が
文

学

に
大

き
く

反

映

さ

れ

る

ま

で

に
は
時

間

が
必

要

だ

っ
た
。

よ
う

や

く
七

〇

年

代

に
な

っ
て
、

昔

の
女

性
作

家

に
よ

る
文

学

作

品

の
見
直

し

が
始

ま

っ
た
。

プ

リ

チ

ャ
ー
ド
、

ネ

テ

ィ

.
パ

ー

マ
ー

(Z
Φ
梓け
一Φ
℃
蝉
一∋
Φ
同
)
、

フ
ラ

ン
ク

リ

ン
、

テ

ナ

ン
ト

と

い

っ

た
先

駆

者

た

ち

の
再
評

価

が
な

さ
れ

た
。

そ

し

て
や

っ
と

七

〇
年

代

か
ら

八
〇

年

代

に

か
け

て
、

女

性
作

家

が
自

分

自

身

の
声

で
語

る
作

品

が
増

え

始

め

た

の

で
あ

る
。

「
(
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
女

性

は
)

そ

の
単

調

な

人
生

を
、
男

が
語

る
物

語

を

聞

く

こ
と

だ

け

で

送

っ
て

い
た
。

自

分
自

身

の
物

語

は
漠

然

と

し

て

お
り
、

男

の
物

ハ
ヨ

　

語

が
、

物

語

の
絶

対

の
形

成

(ヨ
o
匹
①
)

だ

っ
た
」
。

し

か
し

こ

こ

で
女

性

の
語

り

の

モ
ー
ド

が
認

め
ら

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

の

で

あ

る
。

三

一
九
八
〇
年
代

へ

パ

ン
ド

ラ

プ

レ

ス

の

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
女

性

作

家

シ

リ

ー

ズ

の

編

集

も

お

こ
な

っ
た

デ

イ

ル

・
ス

ペ

ン
ダ

ー

(
∪
巴
Φ
ω
℃
Φ
巳

①
『
)

16G
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が
編
集

し
た

憲

鳴
寒

養

§

郎
§
、ミ
§

越

ミ
す
§
§

げ

ミ
ご
職
鑓

(
〈
圃O
什
O
ユ
凶

"
℃
①
コ
ひq
鱈
一昌

一W
O
O
犀
ω

〉
=
ω
辞
「
騨
=
鋤
鴇
一
㊤
Q◎
oo
)

は

、

入

植

時

代

か

ら

現

代

に

至

る

ま

で

の

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

女

性

た

ち

の

声

を

集

め

た

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

で

あ

る

。

女

囚

で

あ

っ
た

マ

ー

ガ

レ

ッ
ト

.
キ

ャ

ッ

チ

ボ

ー

ル

(
同≦

餌
「
αq
g
H
Φ
梓

O
碧

O
げ
0
9

ρ

一
刈
①
bφ
1

一
Q。
H
㊤
)

か

ら

、

ジ

ャ

ー

メ

イ

ン

・
グ

リ

ヤ

(O

Φ
「
∋

巴

P
Φ

O
噌
Φ
Φ
き

ヘ

ヘ

一
㊤
ω
㊤
)

ま

で
、

計

三

六
人

の
女

性

た
ち

(作
家

と

い
う
職

業

で
な

い
者

も

い
る

の

で
)

の
短
編

、

エ

ッ
セ
イ
、

長
編

の
抜

粋

な

ど

が

収

め

ら

れ

て

い

る
。

論
文

や
記

事

も

あ

る

の

で
純

粋

な

文

学

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
と

は
呼

べ

な

い

か
も

し

れ

な

い
。

特

に
、

初

期

の
女

性

た
ち

の
も

の
は
手

紙

か
日
記

で
あ

り
、

公

開

を

目
的

と

し

て
書

か

れ

た
も

の
ば

か

り

で
は

な

い

の

で
、

厳

密

に

は

「
作

品
」

と

は

呼

べ
な

い

か
も
知

れ
な

い
。

女

囚

も

入

植

者

の
妻

た

ち

も
、

当

時

字

が
書

け

る
者

は
手

紙

を

よ
く
書

い
た
。

手

紙

だ

け

が
本

国

と

そ

こ
に
住

む
家

族

と
自

分

と

を
結

ぶ
絆

だ

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

故

郷

の

ニ

ュ
ー

ス
を
問

い
、

ま

た

こ
ち

ら

の
生

活

の
様

子

を
知

ら

せ

る
手

紙

が
唯

一
の
情

報

源

で
あ

り
、

生

き

が

い

と

も

な

っ
た
。

し

か
し

そ

の
手
紙

も
当

時

の
情

況

を

考

え

る
と
、

現

在

の
手

紙

の
も

つ
意

味

と

は
異

な

っ
て

く

る
。

船

と

い
う
輸

送

手

段

、

ま

た

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

の
未

発
達

な
交

通

で
、

通
信

を

頻

繁

に
交

換

す

る

こ
と

は
殆

ど

不
可

能

で
あ

っ
た
。

ス
ペ

ン
ダ

ー

が

い
う

よ
う

に
、

返
事

を

な

か
ば
期

待

し

な

い

で
書

く

手

紙

が
自

然

に

モ
ノ

▽

グ
調

に
な

っ
て

い

っ
た

の
は
当

然

で
あ

ろ
(奨
・

身

の
上

話

、

告

白

、

そ
し

て
周

囲

の
情

況

を
報

告

す

る
手

紙

や

日
記

は
、

当

時

の
女

性

を
最

も

あ

り

の
ま

ま

に
伝

え

る
文

学

に
な

っ
た

の
で

あ

る
。

上
記

の
初

期

入
植

者

や
児
童

文

学

者

、

推

理

小

説
家

、

そ

の
他

特

に
女

性

の
視

点

を
強

調

し

て

い
な

い
者

を

除

い

て
、

こ

の
ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
に
収

め
ら

れ

た
女

性

作

家

は
皆

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト

で
あ

る
。

キ

ャ

サ

リ

ン

・
ヘ

レ

ン

・
ス

ペ

ン

ス

(O
讐
げ
①
「
冒
①

国
ユ
Φ
昌

ω
窟

ロ
O
Φ
)

か

ら

、

き

帖

隷

ミ
§
紺

肉
ミ
§
ミ

諒

の
ジ

ャ

ー

メ

イ

ン

。

グ

リ

ヤ

ま

で
、

そ

れ

ぞ

れ

の
時

代

の
主

な

フ

ェ
ミ

ユ

ス
ト

作

家

が

並

ん

で

い

る

。

社

会

・
共

産

主

義

と

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

を

結

び
付

け

た

活

動

家

、

フ

ェ
ミ

ニ

ス

ト

と

し

て

の
立

場

の

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト

、

急

進

派

フ

ェ
ミ

ニ

ス
ト

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

形

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

の
作

品

が

一
堂

に
収

め

ら

れ

て

い

る
。

「
女

性

」

と

い

う

大

枠

の

中

で
、

そ

れ

ぞ

れ

が
語

る
権

利

を

あ

た

え

ら

れ

て

い

る

の

で
あ

る
。

こ

の

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

に

は

フ

ェ
イ

ス

・
バ

ン
ド

ラ

ー

(
閃
融
9

じσ
薗
昌
亀
Φ
「
)

や

ネ

ネ

・
ゲ

ア

ー

(
2
Φ
謁
Φ
O
餌
「
Φ
)

の

よ

う

に

ア

ボ

リ

ジ

ナ

ル

の
問

題

を

扱

う

作

家

も

含

め

ら

れ

て

い

る

が
、

作

者

自

身

は

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル

テ

ィ

ッ
ク

で

あ

る

こ
と

が

ほ

と

ん

ど

前

提

と

な

っ
て

い

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
女

性

史

を

眺

め

る

と

、

確

か

に

初

期

か

ら

イ

ギ

リ

ス
や

ア

イ

ル

ラ

ン
ド

、

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

か

ら

き

た

者

が

殆

ど

だ

っ
た

。

キ

ャ

ス

・
ウ

オ

ー

カ

ー

(
閑
舞

げ

芝

巴
評
臼

)

の

よ

う

な

英

語

で

書

く

ア

ボ

リ

ジ

ナ

ル
作

家

・
詩

人

671

が
出

て
く

る
ま

で
に
は

一
五
〇

年

も
待

た
な

け

れ

ば

な

ら
な

か

っ
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た
。

け

れ

ど

も

ア
ボ

リ

ジ

ナ

ル
だ

け

に
限

ら
ず

、

現
在

の
文

壇

で

活

躍

し

て

い
る

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル
テ

ィ

ッ
ク

で
な

い
作

家

か
ら

は
、

ギ

リ

シ

ャ
人

の

ア

ン

テ

ィ

ゴ

ー

ネ

・
ケ

フ

ァ
ラ

(》
昌
自
σq
8

Φ

課
Φ
h巴
餌
)

し

か
収

録

さ
れ

て

い
な

い
。

作

家

を
す

べ

て
収

録

で
き

る

わ

け

で
は

な

い
も

の

の
、

こ

の
ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

の
印

象

は

「
白

人
社

会

の
女

性

た

ち
」

の
も

の

で
あ

る

こ
と

に
留

意

し

な

く

て
は

な

ら

な

い
。

一
方

、

ま

っ
た

く

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル

テ

ィ

ッ
ク

系

を

排

し

た

女

性

作

家

の

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

が

同

年

出

版

さ

れ

て

い

る
。

ス

ネ

ジ

ャ

・
グ

ニ

ュ
ウ

(ω
器

冨

Ω
琶

Φ
≦
)
と

ヤ

ン

・

マ

ヒ

デ

ィ

ン

(一
p。
昌

一≦
算ρ
ゴ
団
α
畠
ヨ

)
編
…
の
切
塁
O
壽
職

ミ
鳴
肉
ら
》
O

、
ミ

ミ
職
ら
ミ
ミ
ミ

N
§

§

、

§

げ

ミ
ズ
ミ

鑓

(
Qり
け

ピ
=
o
冨

"
d
昌
一く
臼

臨
蔓

o
h

O
二
①
Φ
器

冨
づ
島

℃
冨

ω
ρ

お

。。
。。
)

で

あ

る
。

副

題

通

り

、

女

性

で

あ

る

こ
と

、

そ

し

て
多

元

文

化

主

義

で

あ

る

こ
と

を

前

面

に
打

ち

出

し

た

こ

の

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

は

、

四

八

人

の
様

々
な

文

化

を
背

景

に

し

た

作

家

の
散

文

と

詩

を

収

録

し

て

い

る

。

移

民

し

て

き

た

り
、

あ

る

い

は

両

親

が
移

民

で
自

身

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
生

ま

れ

た

こ

の
作

家

た

ち

の
母

国

は

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

(
ド

イ

ツ
、

イ

タ

リ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ギ

リ

シ

ャ
な

ど

)
、

ロ

シ

ア

(
ラ

ト

ヴ

ィ

ア

な

ど

)
、

ア

ジ

ア

(
シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

中

国

、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
、

マ

レ

ー

シ

ア
)

と

多

岐

に

わ

た

る
。

両

親

の

そ

れ

ぞ

れ

の
出

生

国

、

自

身

の
生

ま

れ

た

国

、

そ

の
後

移

民

し

て

き

た

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
と

、

数

力

国

の
言

語

.

文

化

の
影

響

を
受

け

て

い
る
作

家

も
少

な

く
な

い
。

ア
ボ

リ
ジ

ナ

ル
作

家

も

一
人
収

録

さ

れ

て

い
る
。

女

性

で
あ

る
ゆ

え

に
社

会

で
味

わ
う

理

不

尽
、

そ

れ

に
加

え

て

移
民

の
国

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

の
移

民

間

の
不

公
平

が
、

こ

の
ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

の
作

品

の
主
要

テ

ー

マ
で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ

は

イ
ギ

リ

ス
や

ア

メ
リ

カ

に
翻
弄

さ

れ

な

が
ら

自

国

の
ア
イ

デ

ン

テ

ィ
テ

ィ

ー
を
探

し
続

け

て

い
た
。

そ

こ
で
中

心
と

な

っ
た
概

念

は
今

ま

で
述

べ

て
き

た

よ

う

に
男

性

社
会

、

白

人

社
会

で
あ

り
、

ま

た

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル
テ

ィ

ッ
ク
社

会

で

あ

っ
た
。

前

書

き

に
あ

る

よ
う

に
、

こ

の

ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー

で
は
、

現
代

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

社

会

で

日

の
当

た

ら

ぬ

(一]P・く
一ω
鵠
∪一Φ
)

ま

ま
、

語

る
機

会

を

与

え

ら

れ
な

か

っ
た
英

語

を
母

国

語

と

し

な

い
女

性

た
ち

に

「
他

人

の

声

の

エ

コ
ー
で
な

く

そ
れ

を
越

え

て
」

自

分

の
言

葉

で
語

ら

せ

て

い
(翠

ア

ン

テ

ィ

ゴ

朱

・
ケ

フ

ァ
ラ

や

・

-

ザ

・
キ

ャ

ピ

言

(幻
o
ω
鋤
O
巷

官
Φ
一一〇
)

の
よ

う

に
、

す

で

に
地

位

を

確

立

し

て

い

る

作

家

・
詩

人

も

い

る

が
、

無

名

の
、

も

し

く

は

作

家

で

は

な

い

人

の
も

の
も

同

時

に
収

め

ら

れ

て

い

る
。

殆

ど

の
作

品

は

英

語

で

書

か

れ

て

い

る

が
、

母

国

語

と

そ

の
英

語

訳

が

つ

い

て

い

る

も

の

も

あ

る
。

内

容

に

つ

い

て

は

、

や

は

り

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル

テ

ィ

ッ
ク

が
優

先

さ

れ

て

い

る

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
社

会

へ
の
批

判

が
多

い
。

イ

ネ

ズ

・
バ

ラ

ネ

イ

(
ぎ
Φ
N

しd
餌
『
餌
⇒
凶
《
)

の

短

編

、.嶋
o
億

U
o
昌
、肖

芝

甑
昌
ぴq
①
"、
に

は
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

が

い

か

に
移

民

に

と

っ

て
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素

晴

ら

し

い
国

か
声

高

に
語

ら

れ

る

一
方

で
、
「
英

語
圏

」
の
生

活

と

の
ギ

ャ

ッ
プ

か
ら

生

じ

る
解

決

で
き

な

い
違

和

感

、
疎

外
感

に

悩

む

移

民

の
生

活

が
描

か
れ

て

い
る
。

唯

一
の

ア
ボ

リ
ジ

ナ

ル
作

家

で
あ

る

ル
ビ

ー

・
ラ

ン
グ

フ

ォ

ー
ド

(即
¢
ぴ
《
い
鋤
昌
σQ
h
o
a

)

は
、

「
ブ

ン
ジ

ュ
ル

ン
グ
族
」

の
ア
ボ

リ
ジ

ナ

ル
と

い
う

だ

け

で
通

っ

た

は
ず

の
主

人

公

が
、

ど

の
よ

う

に
西
欧

式

の
名

前

を

つ
け

ら

れ
、

ま

た

そ
れ

が
数

度

の
結

婚

に
よ

っ
て

(女

性

で

あ

る
た

め

に
)

く

る

く

る

と

か

わ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ
た

か
、

短

]編

..]≦
団

2
騨
ヨ
①
ω
、、
で
淡

々
と
語

っ
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
作

家

は
、

ア

メ
リ

カ

で

『
カ

ラ

ー

・
パ

ー
プ

ル
』

の

ア

リ

ス

・
ウ

オ

ー

カ

ー

(L♪
一一〇
①
ぐ
『
餌
一犀
Φ
「
)
ら

が
そ

う

で
あ

っ
た

よ
う

に
、

人

種

と

性

に
よ

っ
て
何

か
し

ら

の
不
当

な
扱

い
を
感

じ

て

い
る
。

し

か
し
、

ウ
オ

ー

カ

ー
ら

が

示

し

た

よ

う
な
告

発

、

抵

抗

、

目
指

す

べ

き
方

向

へ
の
改

善

運

動

を
明

確

に

し

て

い

る
わ

け

で
は

な

い
。

言

葉

の
問

題

に

し

て
も

母

国

語

の
作

品

の
扱

い
が
今

ひ
と

つ
あ

い
ま

い

で
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
を
多

元
言

語

の
国

に
す

る
と

い
う
希

望

の
実

践

か
、

そ

れ

と

も
単

に
英

語

で
書

か
な

い
作

家

の
た

め

の
特

別

な
計

ら

い
な

の
か

よ
く

わ

か
ら

な

い
。

ま

た
、

本

当

の

多

元

文

化

主

義

と

い

う

の

は

汎

文

化

主

義

(o
ヨ
コ
憎

o
巳
ε
「
巴
慌
ヨ
)
の

こ
と

で
あ

っ
て
、

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル
テ

ィ

ッ
ク

系

も
含

む

べ
き

だ

っ
た

と

い
う
批

評

も

あ
(疑
。

こ

の
ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
は
、

確

か

に
現

在

の
文

化

的

に
複

雑

な

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
主

流

に
な

れ
な

い
移

民

・
女

性
作

家

を
紹

介

す

る

こ
と

に
お

い

て
、

多

元

文

化

フ

ェ
ミ

ユ
ズ

ム

の

一
環

と

し

て
成

功

し

て

い

る
。

こ

れ

を

エ

ス

ニ

ッ
ク

.
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

と

呼

ぶ

と

す

れ

ば

、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

ア

ン
グ

ロ

・
ケ

ル

テ

ィ

ッ
ク
系

と

一
線

を

画

す

の

だ

ろ

う

か

。

そ

の
将

来

の
展

望

に

つ

い

て

は

ま

だ

は

っ
き

り

し

て

い
な

い

よ

う

で

あ

る
。

四

一
九
九
〇
年
代
へ

一
九

八
〇
年

代

も

終

わ

り

に
な

っ
て
、

上

記

の
よ
う

な

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

が
前

後

し

て
出
版

さ
れ

た

と

い
う

こ
と

は
、

こ
の
時

代

の

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

ン

.
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
文

学

の

ひ
と

つ
の
象
徴

の

よ
う

に
考

え

ら

れ

る
と
思

う

。

そ

れ

ぞ
れ

が
、

今

ま

で

の
文

学

に

お
け

る
女

性
作

家

の
活

躍

の
再

認

識

と
再

評
価

、

そ

し

て
す

で
に

始

ま

っ
て

い
る
新

し

い
時

代

の
多

民

族

社

会

の
中

で
見

直

さ

れ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
を
示

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ

れ

ら

が

こ
れ

か
ら
先

に
、

ど

の
よ
う

な
接

点

で
結

び

つ
き

(
あ

る

い
は

独
立

し

た

ま

ま
)

発

展

し

て

い
く

の
か
、

そ
し

て
文

学

作

品

に
ど

の
よ

う

に
表

さ

れ

て

い
く

の
だ

ろ
う

か
。

こ

こ
で
は
述

べ

る

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

が
、
ド

ロ
シ
ー

・
ヒ

ュ
エ

ッ
ト

(U
o
叫
o
曄
団

=
Φ
≦
Φ
鉾
)

の
よ
う

に
劇

作

で
も

女

性

の
進

出

は

目

覚

ま

し

い
。

そ
し

て
今

後

も
す

べ

て

の
分

野

に

お

い

て
ま
す

ま

す
多

く

の
女

性

作

家

の
活

躍

が
容

易

に
予
想

で
き

よ
う
。

こ
の
よ

う

な
女

性

作

家

の
進

出

は
、

文

学

の

フ

ェ
ミ

ユ
ズ

ム
と

し

て

の
大

き

な

枠

の
な

か

で

　
つ
の
方

向

性

を

も

つ
だ

ろ
う

か
、

そ

れ
と

も

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
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の
枠

を
越

え

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
独

自

の
多

元

文

化

そ

の
ま

ま

に
様

々
な
方

向

に
進

ん

で

い
く

の
だ

ろ
う

か
。

日
本

で
も

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト

の
視

点

か
ら

の
社
会

批

評

が
盛

ん

で

あ

り
、

文

学

で
も

ひ
と

つ

の
ジ

ャ
ン

ル
と

し

て
多

く

の
作

品

が
書

か
れ

て

い

る
。

同

じ

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
文

学

で
も
、

移

民

の
国

で
あ

る
現

在

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
と

ま

だ
殆

ど
単

一
民

族

で
あ

る
日

本

を
並

べ

て
比

べ

る

こ
と

は

む
ず

か
し

い
。

確

か

に
日
本

で
は

日
本

語

で
書

か

な

け

れ
ば

文

学

作

品

と

し

て
読

ま

れ
な

い
。

け

れ

ど

も

英

語

圏

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
変

化

が
起

き

て

い
る

よ
う

に
、

日

増

し

に
海

外

と

の
接

触

が
密

に
な

り
移

民

は
多

く

な

い
に

し

て
も

在

日
外

国

人

の
数

が
増

大

し

て

い
る
今

、

い
つ
ま

で
も

日
本

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
、

日
本

語

で
書

か

れ

た
文

学
、

と
限

定

す

る

こ
と

は

で
き

な

く

な

る
だ

ろ
う

。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
社
会

は
、

か

つ
て

の

男

性
優

位

社
会

か
ら
劇

的

な

変

化

を
遂

げ

て
お

り
、

多

元
文

化

に

ア
ジ

ア

も
含

め

て
予
測

で
き

な

い
広

が

り

を
見

せ

て

い
る
。

先

の

エ

ス

ニ

ッ
ク

・
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
も

ア

メ

リ

カ

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
と

共

に

い
ず

れ

日
本

に
影

響

を
与

え

る

こ
と

に
な

ろ

う
。

変

化

し

つ

つ
あ

る
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

ン

・
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム

の
文

学

に
様

々
な

可
能

性

を

見

い
だ

す

こ
と

は
、

日
本

の

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
と
文

学

に

お

け

る
将

来

性

を

問

う

上

で
も

恰

好

の
研
究

対

象

に
な

る

も

の
と

考

え

る
。
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